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ICNIRPガイドライン

1998年 ICNIRP, “Guidelines for limiting exposure to time-varying electric, 
magnetic, and electromagnetic fields (up to 300 GHz)”, Health Physics, Vol. 74, pp. 
494-522

- 300 GHzまでの時間変化する電界、磁界及び電磁界によるばく露を
制限するためのガイドライン

2010年 ICNIRP, “Guidelines for limiting exposure to time-varying electric and 
magnetic fields (1Hz to 100 kHz)”, Health Physics, Vol. 99, pp. 818-,836

10 MHzまでの周波数帯における刺激作用等からの防護に関する規定
の改定

欧州を中心に国際的に広く利用



電波防護指針

1990年 電気通信技術審議会, 諮問第38号答申「人体に対する電波防護指針」

10 kHzから300 GHzまでの防護指針

1997年 電気通信技術審議会, 諮問第89号答申「電波利用における人体防護の在
り方」

局所吸収指針の導入

2011年 情報通信審議会，諮問第2030号答申「局所吸収指針の在り方」

局所吸収指針の上限を3 GHzから6 GHzに変更

2015年 情報通信審議会，諮問第2035号答申「電波防護指針の在り方」のうち
「低周波領域（10 kHz以上10 MHz以下）における電波防護指針の在り方」

10 MHzまでの周波数に関し、ICNIRP2010ガイドラインに準拠



電波防護指針②

• 刺激作用
10 MHz以下

基本制限：体内誘導電界

管理指針：電磁界強度指針

• 熱作用
100 kHz以上

基礎指針：SAR，接触電流，入射電力密度

管理指針：電磁界強度指針，局所吸収指針



電波防護指針の下限周波数

• 当時の周波数割り当ての現状や電波利用技術の動向を考慮して
10 kHzに設定されている

• 国際ガイドラインでは0 Hzから規定がある

• 電波防護指針の下限周波数
周波数割り当て

8.3 – 9 kHz 気象援助

9-11.3 kHz 無線航空および気象援助
実際の利用は行われていない

2015年 情報通信審議会，「電波防護指針の在り方」のう
ち「低周波領域（10 kHz以上10 MHz以下）における電波防護
指針の在り方」作業班報告書より



電波防護指針の下限周波数②

• 電波利用技術動向
一部10 kHz未満の利用があるものの、電波法令以外の個別の規制や自
主取り組みにより安全性の確保が図られているのが現状

システム 対応状況
磁 気 方 式 の EAS 機 器
（万引き防止システム）

規格上の周波数の範囲は200Hz～14kHzまであり、10kHz 以上の

ものは高周波利用設備として電波法体系により規制されている
が、10kHz未満のものについては、電波法体系の枠外である。

これについては、日本万引防止システム協会が、自主的取組に
より、人体の安全を担保している。

ワイヤレス電力伝送 10kHz以上周波数を使用するものは高周波利用設備に該当する。
10kHz未満でもWPTの実証実験が行われているものがあるが、
人体への影響を防止するために自主的取組が行われている。

電力設備 経済産業省が管轄しており、電気設備に関する技術基準を定め
る省令により規制されている。

家電製品 電子レンジは電気用品安全法令及び電波法令により、IH調理器

は電波法令により規制されているが、それ以外の家電製品につ
いては、一般財団法人VCCI協会で技術指針を定めており、加盟
メーカーがその指針を遵守している。

鉄道関連 国土交通省が管轄しており、鉄道に関する技術上の基準を定め
る省令等による規制がある。

2015年 情報通信審議会，

「電波防護指針の在り方」
のうち「低周波領域（10 kHz
以上10 MHz以下）における

電波防護指針の在り方」作
業班報告書より



電波防護指針の下限周波数③

• 周波数割り当ての現状および電波利用技術の動向より，電波防
護指針の対象周波数の下限10 kHzを直ちに見直す必要はないと
考えられる。



ガイドライン作成におけるデータギャップ

• ICNIRPにおいて、ガイドライン作成において確認されたデータ
ギャップの検討が実施中

• 推奨される研究課題の抽出を目的としたプロジェクトグループ
を立ち上げ、1 Hzから100 kHzの時間変化する電界および磁界に
ついてのガイドラインについても議論が進められている

Carmela Marino, “Data gaps relevant to guidelines 
setting,” ICNIRP 8th International NIR Workshop, 2016.



ガイドライン作成におけるデータギャップ②



ガイドライン作成におけるデータギャップ③

まだ方向性が定まっておらず、根拠となるデータが十分集まっていないのが現状である



電波防護指針の上限周波数

• 当時の周波数割り当ての現状や電波
利用技術の動向を考慮して300 GHz
に設定されている

• ICNIRPガイドラインの上限周波数も
300 GHz

• 現在の周波数割り当てにおいても、
275 – 3,000 GHzについては分配され
ていない



電波防護指針の上限周波数②

• 周波数割り当ての現状および電波利用技術の動向より，電波防
護指針の対象周波数の上限300 GHzを直ちに見直す必要はないと
考えられる。
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